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 ９月に入って県立学校については、半分の生徒が登校、半分の生徒がライブ配信を見ながら

授業に参加というハイブリッド型で授業を進めることとなりました。授業を進めるにあたって

は、オンライン会議システムを使用するスキルが必要であることや通信速度等が心配されまし

たが、６日（月）から２週間にわたって大きなトラブルもなく授業を行うことができました。

生徒・保護者の皆さんの協力もあって、コロナ禍にあっても学習機会を確保できました。先生

方も新しい授業形態にチャレンジとなりましたが、日が経つにつれ授業も改善していくことが

でき順調に進めることができました。２１日（火）より全員登校の通常授業となり、久しぶり

にクラスのみんなが揃い、みんなと会えた喜びに教室が笑顔であふれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、夏休みが明けた８月２３日（月）から、実習生４名が本校で実習を行いました。４名

とも向陽中学校出身で、教員を目指す大学３回生です。１ヶ月の短い期間でしたが、ハイブリ

ッドの中でも、それぞれに工夫を凝らし、一生懸命に取り組んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝の会も、自宅とつないで行いました 自宅の生徒も参加型です 

貴志川線をテーマに数学を学習 体育でポイントをしっかり説明 


